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背景

「CHIBA e-link（千葉大学病院 救急病院連携コンソーシアム）」のイメージ

三次救急病院

二次救急病院

重篤な患者

入院・手術が
必要な患者

①役割分担

転院先病院

早期・円滑な転院

救急患者

（転院依頼を行うことが多い症例）
• 交通外傷での整形外科疾患の手術
• 感染症での抗生剤治療
• 回復期リハビリ
• 医療療養
• 精神科での治療継続
• 紹介元への転院調整

②連携強化

• 地域の質の高い救急医療の実現に向けては、①患者受け入れ段階での救急医療機関の
役割分担の明確化、②患者受け入れ後の転院先病院との連携強化が必要である。

• 地域の限られた救急医療資源を効率的に提供し、持続可能な質の高い救急医療を実現する
ことを目的に、地域の救急関係者で構成する「CHIBA e-link（千葉大学病院 救急病院連携
コンソーシアム）」を組織した。

キーワードは①役割分担と②連携強化



CHIBA e-link

• 千葉大学病院
• 千葉市近隣の救急病院
• 救急病院からの患者紹介が多い病院
• 千葉市消防局
• 自治体（千葉県、千葉市）

目 的

活動内容（例）

定期的なミーティングによる、当地域の救急医療の現状、課題の認識合わせ
各医療機関が対応可能な疾患や治療行為、手術などの情報の集約
共通パスの作成による、診療情報提供の標準化・迅速化
救急医療に係る研究、広報活動

救急患者の受け入れにおいて、医療機関の役割分担を明確化するとともに、救急患者受け入

れ医療機関と転院先となる医療機関との連携を強化し、救急患者の早期段階での転院

を促進することで、限られた地域の救急医療資源を効率的に提供し、持続可能な質の

高い救急医療を実現する。

構成機関

オブザーバー参加

自治体
千葉市近隣の救急病院

救急病院からの
患者照会が多い病院

千葉市消防局

千葉大学病院

協議環境を整える



CHIBA e-link の主な動向

１ CHIBA e-link 事前説明会の開催（２月２１日）
CHIBA e-linkの趣旨、内容を説明

２ CHIBA e-linkの進め方に関するアンケートの実施（２月２５日）

３ 第15回千葉県地域連携の会における紹介（３月１０日）
「望ましい救急医療提供体制の構築」と題してパネルディスカッションを実施

４ CHIBA e-link 準備ワーキンググループの開催（６月２８日）
CHIBA e-link協議会の開催に向け、中核的な役割を期待される医療機関を招いて協議
《主な意見》

「二次救急病院の参加数が少ないのではないか」
「入院患者が急変し、紹介元に戻したい場合に戻せられない事例があり、現場として非常に困っている」
「転院調整システム「ケアブック」について、患者の社会的状況等の情報が不足するケースがある」 等

５ CHIBA e-link 協議会の開催（９月１３日）
CHIBA e-linkの始動にあたり、役員の選出、規程等の制定、事業計画の策定を行った。



参加機関（令和４年９月１３日現在）

医療機関（22病院）

１ 三次救急病院(3)
【千葉市】

千葉大学医学部附属病院
【東金市】

東千葉メディカルセンター
【成田市】

成田赤十字病院

２ 二次救急病院(14)
【千葉市】

柏戸病院、井上記念病院、三愛記念病院、千葉メディカルセンター、みつわ台総合病院、
山王病院、千葉健生病院、平山病院、おゆみの中央病院、最成病院、千葉医療センター、
青葉病院

【四街道市】
下志津病院

【習志野市】
津田沼中央総合病院

３ リハビリテーション病院(5)
【千葉市】

令和リハビリテーション病院、千葉みなとリハビリテーション病院、 総泉病院、
富家千葉病院、千葉リハビリテーション病院

千葉県、千葉市、千葉市消防局

オブザーバー
※三次・二次救急の認定状況は「令和３年度病床機能報告」（厚生労働省）に基づく



組織図

CHIBA e-link 協議会

定期的なミーティングによる、当地域の救急医療の現状、課題の認識合わせ

各医療機関が対応可能な疾患や治療行為、手術などの情報の集約

共通パスの作成による、診療情報提供の標準化・迅速化

救急医療に係る研究、広報活動

医療機能WG
【目的】
各病院が有する医療機能、
対応症例等を調査・共有
し、円滑な転院を支援す
る。
【参加者】
医師等

転院調整WG
【目的】
患者転院時における受入
手続等を調査・共有し、円
滑な転院を支援する。
【参加者】
看護師、MSW等

顧問

会長

副会長

幹事

招集
＜役員会＞

指名承認 推薦

自治体 消防局病院

＜会員＞

CHIBA e-linkの各種規程に基づき、下記のとおり組織した。



役員

WG長（医療機能）

WG長（転院調整）

横手幸太郎氏（千葉大学医学部附属病院病院長）

大鳥精司氏（千葉大学医学部附属病院副病院長）
山本恭平氏（千葉市立青葉病院病院長）
山下剛司氏（おゆみの中央病院病院長）
片山薫氏（千葉みなとリハビリテーション病院病院長）

中田孝明氏

竹内公一氏

会長

副会長

幹事

＜役員会＞

中田孝明氏（千葉大学医学部附属病院救急科長）
竹内公一氏（千葉大学医学部附属病院患者支援部長）

CHIBA e-link協議会で以下のとおり役員が選出された。



規程

CHIBA e-linkの運営等に関する規程を制定した。

①千葉大学医学部附属病院救急病院連携コンソーシアム規程
組織及び運営に関する事項を定めるもの

②千葉大学医学部附属病院救急病院連携コンソーシアム規約
会員に関する事項を定めるもの

③千葉大学医学部附属病院救急病院連携コンソーシアムワーキンググループ規約
ワーキンググループの運営に関する事項を定めるもの



令和４年度事業計画

・ 協議会の開催後、各WGを３か月に一回程度開催し、議論を深めていく。
・ 来年度は、成果報告会を兼ねた協議会の開催を皮切りに、事業計画を立てていく。

2022年度 2023年度

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

協議会 ・・・

医療機能WG ・・・

転院調整WG ・・・

随時開催（３か月に一回程度）

随時開催（３か月に一回程度）

開催

開催 開催

開催 開催

年度内に

一度開催



令和４年度事業目標

１ 開催回数
医療機能WG及び転院調整WGを２回ずつ開催する。

２ 参加施設
CHIBA e-link の参加医療機関を25施設に増やす。

３ 役割分担
各二次救急病院の機能、役割分担を明らかにする。

４ 転院調整
患者転院時における受入手続、対応症例を明らかにする。


